
 

12 客室                  
整備の基本的な考え方  
○利用者の休憩や宿泊に供する客室等を設ける場合は、高齢者、障害者等が円滑に利用できる客室を一定数以上

整備する。 
○高齢者、障害者等が利用する客室は、移動の困難を考慮して、避難上有効な廊下又は階段に接近して設ける。 
○車椅子使用者、視覚障害者、聴覚障害者の緊急時の対応として、視覚・音声伝達設備の設置や誘導職員の適正

な配置を行う。 
○宿泊施設の職員は、高齢者や障害者への対応方法に関する知識の習得に努め、利用者に安心してくつろげる施

設を提供する。 
〇高齢者、肢体不自由者（車椅子使用者、つえ使用者、上下肢障害者等）、妊産婦やけが人等の一時的に制限を

受ける人々等、より多くの利用者にとって使いやすいよう、できるだけ多くの一般客室のバリアフリー化に取
り組む。 

 
整備基準 解 説 望ましい水準 

（（１１））別別表表第第１１のの２２（（（（１１））のの施施設設をを除除くく。。））にに掲掲げげるる施施
設設及及びび用用途途面面積積がが 11,,000000 ㎡㎡以以上上のの同同表表のの７７にに掲掲げげ
るる公公共共的的施施設設ににおおいいてて、、利利用用者者のの宿宿泊泊のの用用にに供供すす
るる客客室室をを設設けけるる場場合合はは、、客客室室のの総総数数にに 110000 分分のの１１
をを乗乗じじてて得得たた数数（（そそのの数数にに１１未未満満のの端端数数ががああるるとと
ききはは、、そそのの端端数数をを切切りり上上げげたた数数））以以上上のの車車椅椅子子使使
用用者者用用客客室室をを設設けけるるこことと。。  

≪左欄記載施設≫ 
◆「別表第１の２((１)の施設を除く。)に掲げ

る施設」：社会福祉施設（保育所を除く。） 
◆「用途面積が 1,000 ㎡以上の同表の７に掲げ

る公共的施設」：用途面積 1,000 ㎡以上の宿
泊施設 

○客室総数 200 室以下の場合、

客室総数×1/50 室以上 

 客室総数 200 室超の場合、客

室総数×1/100＋2室以上 

●車椅子使用者用客室を、客室総数の 1/100
室以上設ける。 

（（２２））車車椅椅子子使使用用者者用用客客室室はは、、次次にに定定めめるる構構造造ととすするるここ
とと。。  

→図「□車椅子使用者用客室の例」(106 頁)を
参照 

●車椅子使用者が円滑に利用できるよう空間や
幅を確保し、収納、コンセント、スイッチ等
は、車椅子使用者の利用しやすい高さ・位置
とする。 

○視覚障害者や聴覚障害者に配

慮した構造の電話機、又はフ

ァクシミリ等を設置する。 

○非常呼び出しボタン、フラッ

シュベル、非常点滅灯などの

緊急通報装置を室内に設け

る。 

〇客室出入口の戸のアイスコー

プは、一般客室と同じ高さの

他に、車椅子使用者の目線の

高さ（床から 100～120cm 程

度）に設けるか、戸の付近に

カメラ付きインターホンを設

ける。 

アア  便便所所のの構構造造 便所は、床の表面を滑りにくい材料で
仕上げ、８の(５)（ケを除く。以下ア
において同じ。）に定める構造とする
こと。ただし、当該客室が設けられて
いる階に利用者の利用に供する便所
（床の表面を滑りにくい材料で仕上
げた８の(５)に定める構造のものに
限る。）が１以上（男子用及び女子用
の区別があるときは、それぞれ１以
上）設けられている場合は、この限り
でない。 

●車椅子使用者が円滑に利用できる便所を設け
ること。 

→８便所（５）車椅子使用者用便房の解説(76
頁)を参照 

●イの浴室との組み合わせにより、車椅子使用
者の回転できる広さを確保することが考えら
れる。 

 

イイ  浴浴室室のの構構造造 浴室又はシャワー室は、11 に定める
構造とすること。ただし、当該客室が
設けられている公共的施設に利用者
の利用に供する共同浴室（11 に定め
る構造のものに限る。）が１以上（男
子用及び女子用の区別があるときは、
それぞれ１以上）設けられている場合
は、この限りでない。 

●高齢者、障害者等が円滑に利用できる構造の
浴室又はシャワー室を設けること。 

→11 浴室、シャワー室又は更衣室の解説(100
頁)を参照 

 

整備基準 解 説 望ましい水準

ア 便所の構造

（１）別表第１の２（（１）の施設を除く。）に掲げる施設及び用
途面積が1,000㎡以上の同表の７に掲げる公共的施設
において、利用者の宿泊の用に供する客室を設ける場
合は、客室の総数に100分の１を乗じて得た数（その数に
１未満の端数があるときは、その端数を切り上げた数）以
上の車椅子使用者用客室を設けること。

（２）車椅子使用者用客室は、次に定める構造とすること。

便所は、８の（１）に定める構造とするこ
と。ただし、当該客室が設けられている
階に利用者の利用に供する便所（８の

（１）に定める構造のものに限る。）が１
以上（男子用及び女子用の区別があ
るときは、それぞれ１以上）設けられて
いる場合は、この限りでない。

○客室総数200室以下の場合、
客室総数×1/50室以上

 客室総数200室超の場合、客
室総数×1/100＋2室以上

●車椅子使用者が円滑に利用できる便所
を設けること。

→８便所 (1) 車椅子使用者用便房の解説
(74頁)を参照

●イの浴室との組み合わせにより、車椅
子使用者の回転できる広さを確保する
ことが考えられる。

イ 浴室の構造 浴室又はシャワー室は、11に定める構
造とすること。ただし、当該客室が設け
られている公共的施設に利用者の利
用に供する共同浴室（11に定める構造
のものに限る。）が１以上（男子用及び
女子用の区別があるときは、それぞれ
１以上）設けられている場合は、この限
りでない。

●高齢者、障害者等が円滑に利用できる
構造の浴室又はシャワー室を設けるこ
と。

→11浴室、シャワー室又は更衣室の解説
(94頁)を参照

●車椅子使用者用客室を、客室総数の
1/100室以上設ける。

12 客室

○利用者の休憩や宿泊に供する客室等を設ける場合は、高齢者、障害者等が円滑に利用できる客室を一定数以上整備
する。

○高齢者、障害者等が利用する客室は、移動の困難を考慮して、避難上有効な廊下又は階段に接近して設ける。
○車椅子使用者、視覚障害者、聴覚障害者の緊急時の対応として、視覚・音声伝達設備の設置や誘導職員の適正な配置

を行う。
○宿泊施設の職員は、高齢者や障害者への対応方法に関する知識の習得に努め、利用者に安心してくつろげる施設を提

供する。
〇高齢者、肢体不自由者（車椅子使用者、つえ使用者、上下肢障害者等）、妊産婦やけが人等の一時的に制限を受ける

人々等、より多くの利用者にとって使いやすいよう、できるだけ多くの一般客室のバリアフリー化に取り組む。
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整備の基本的な考え方

≪左欄記載施設≫
◆「別表第１の２((１)の施設を除く。)に掲げ

る施設」：社会福祉施設（保育所を除く。）
◆「用途面積が1,000㎡以上の同表の７に掲

げる公共的施設」：用途面積1,000㎡以上
の宿泊施設

→図「□車椅子使用者用客室の例」(100
頁)を参照

●車椅子使用者が円滑に利用できるよう
空間や幅を確保し、収納、コンセン
ト、スイッチ等は、車椅子使用者の利
用しやすい高さ・位置とする。

○視覚障害者や聴覚障害者に
配慮した構造の電話機、又は
ファクシミリ等を設置する。

○非常呼び出しボタン、フラッシ
ュベル、非常点滅灯などの緊
急通報装置を室内に設ける。

〇客室出入口の戸のアイスコー
プは、一般客室と同じ高さの
他に、車椅子使用者の目線の
高さ（床から100〜120cm程
度）に設けるか、戸の付近に
カメラ付きインターホンを設け
る。
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整備基準 解 説 望ましい水準
ウウ 室室内内のの広広ささ 車椅子使用者が円滑に移動し、回転で

きるように、十分な空間を確保するこ
と。

●客室内に、車椅子使用者が 360°回転できる
直径 150 ㎝以上の円が内接できるスペース
又は車椅子使用者が 180°転回（方向転換）
できるよう、140cm 角以上のスペースを、1
以上設ける（家具等の下部に車椅子のフット
サポートに乗せた足が通過できるスペースも
含む）。 

●車椅子使用者に配慮し、客室内のレイアウト
変更が可能となるよう、ベッドを床に固定す
ることは避けること。  

●ベッドの側面には、車椅子使用者が進入し、
ベッドに移乗するためのスペースを設ける。

〇車椅子使用者客室が和室の場

合、畳に車椅子使用者が容易

に移乗できるよう、畳の高さ

を車椅子の座面の高さと同程

度とする等の工夫をする。 

エエ ベベッッドドのの高高
ささ 

ベッドを設ける場合は、車椅子の座面
の高さと同程度の高さを確保するこ
と。

●「車椅子の座面の高さと同程度の高さ」と
は、マットレス上面で 45~50cm 程度であ
る。 

〇ベッドの下に車椅子のフット

レストが入るようにする。 

〇照明は、ベッド上で点灯・消

灯できるものとする。 

オオ 床床面面のの仕仕上上
げげ 

床の表面は、滑りにくい材料で仕上げ
ること。

●マットを設ける場合は、埋込み式とするな
ど、足をとられたり車椅子の通行の支障とな
らないよう配慮すること。 

●車椅子の操作が困難になるような毛足の長い
絨毯を、床の全面に使用することは避けるこ
と。 

カカ 案案内内表表示示 出入口には、点字その他の方法による
案内を設けるよう努めること。

●客室の出入口に、点字、文字の浮き彫り、音
による案内、その他の方法により部屋番号等
を視覚障害者に示すための設備を設ける。 

●点字による案内設備及び室名表示は、床から
中心までの高さを 140〜150cm 程度とする
こと。 

●戸の取っ手側の壁面又は出入口の戸に、室名
（部屋番号等）を表示すること。 

→「点字その他の案内設備」に関しては２敷地
内の通路(１)ウ(ア)の解説（44 頁）を参照 

整備基準 解 説 望ましい水準

オ 床面の仕上げ 床の表面は、滑りにくい材料で仕上げ
ること。

カ 案内表示 出入口には、点字その他の方法による
案内を設けるよう努めること。

●マットを設ける場合は、埋込み式とす
るなど、足をとられたり車椅子の通行
の支障とならないよう配慮すること。

●車椅子の操作が困難になるような毛足
の長い絨毯を、床の全面に使用するこ
とは避けること。

エ ベッドの高さ ベッドを設ける場合は、車椅子の座面
の高さと同程度の高さを確保するこ
と。

●「車椅子の座面の高さと同程度の高さ」
とは、マットレス上面で45~50cm程度
である。

〇ベッドの下に車椅子のフット
レストが入るようにする。

〇照明は、ベッド上で点灯・消
灯できるものとする。

●客室の出入口に、点字、文字の浮き彫
り、音による案内、その他の方法によ
り部屋番号等を視覚障害者に示すため
の設備を設ける。

●点字による案内設備及び室名表示は、
床から中心までの高さを140〜150cm
程度とすること。

●戸の取っ手側の壁面又は出入口の戸
に、室名（部屋番号等）を表示するこ
と。

→「点字その他の案内設備」に関しては２敷
地内の通路(１)ウ(ア)の解説（4４頁）を参
照

ウ 室内の広さ 車椅子使用者が円滑に移動し、回転で
きるように、十分な空間を確保するこ
と。

●客室内に、車椅子使用者が360°回転
できる直径150㎝以上の円が内接でき
るスペース又は車椅子使用者が180°
転回（方向転換）できるよう、140cm
角以上のスペースを、1以上設ける
（家具等の下部に車椅子のフットサポ
ートに乗せた足が通過できるスペース
も含む）。

●車椅子使用者に配慮し、客室内のレイ
アウト変更が可能となるよう、ベッド
を床に固定することは避けること。 

●ベッドの側面には、車椅子使用者が進
入し、ベッドに移乗するためのスペー
スを設ける。

〇車椅子使用者客室が和室の
場合、畳に車椅子使用者が
容易に移乗できるよう、畳の
高さを車椅子の座面の高さと
同程度とする等の工夫をす
る。

■多様な利用者に配慮した一般客室の望ましい水準
○客室出入口、客室内における便所・浴室等の出入口やその付近の通路は、車椅子使用者の利用に

支障のない幅を確保する。
〇客室の床には段差を設けず、滑りにくく体を傷つけにくい材料で仕上げる。
〇便房、浴室等に手すりを適切に設置する。
〇スイッチ等は、大型で操作が容易なボタン形式のものにする。

■多様な利用者に配慮した一般客室の望ましい水準
○客室出入口、客室内における便所・浴室等の出入口やその付近の通路は、車椅子使用者の利用に

支障のない幅を確保する。
〇客室の床には段差を設けず、滑りにくく体を傷つけにくい材料で仕上げる。
〇便房、浴室等に手すりを適切に設置する。
〇スイッチ等は、大型で操作が容易なボタン形式のものにする。

memo
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●車椅子使用者用客室１（ツインルーム）の例

●車椅子使用者用客室３（シングルルーム）の例

□車椅子使用者用客室の例

■ツインルームの例

■シングルルームの例

（２）ウ●ベッドを床に固定することは避ける

（２）ウ●ベッドを床に固定することは避ける

電話機はベッドから手の届く位置に設置する

電話機はベッドから手の届く位置

幅80 cm以上

幅80cm以上

高さ100〜120cm
程度のハンガー
パイプ（２）ウ●車椅子が回転できる直径

150cm以上又は140cm
角以上のスペース

高さ100〜120cm程度のフックコネクティングドア

（２）カ 案内表示
（ドア又は取手側壁面）

車椅子使用者の接近
スペース

浴槽

浴槽

幅80cm以上

廊下

廊下

荷物置場

施錠・開錠ボタン

幅
80

cm
以

上
幅

80
cm

以
上幅80cm以上

幅80cm以上

45cm以上

45cm以上

幅100cm以上

幅100cm以上

資料：「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準（令和７[2025]年５月）」（国土交通省）ｐ142を加工して作成

（２）ウ●車椅子が回転できる直径
150cm以上又は140cm
角以上のスペース

120cm以上
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●高齢者、障害者等の利用に配慮した一般客室
（ツインルーム）の例

棚 ハンガーパイプ

 

■ベッド廻りの例 ■収納の例

■コンセント、スイッチの高さの例 ■客室出入口のドアの例

80cm以上

（
２

）エ
●

45
~5

0c
m

程
度

（２）エ〇ベッドの下にフットレスト
    が入るようにする 最大60cm程度

ドアクローザーは開閉速度
が調整できるものがよい

アイスコープ非接触型のカード錠の
カードリーダー認識分

レバー
ハンドル

（２）カ●浮き彫りの部屋番号
    プレート（点字付）

インターホン
スイッチ・押しボタン

ベッド周辺のスイッチ、
    コンセント等

コンセント
電話・アンテナ

10
0~

12
0c

m
程

度

10
0~

12
0c

m
程

度

（
２

）カ
●

14
0〜

15
0c

m
程

度

10
0~

12
0c

m
程

度

フック（壁掛け）

最大60cm程度

■車椅子使用者用浴室の例

資料：上図全て「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準（令和７[2025]年５月）」（国土交通省）
   ｐ144~146、151〜210を加工して作成

移乗台(備品）

移乗用の手すり

45
cm

程
度

45
cm

程
度

浴
槽

深
さ

50
cm

程
度

移乗台

移乗台

水
栓

金
具

高
さ

75
cm

程
度

呼び出しボタン

滑り止め（エンボス等）

浴室内での立ち
座り、姿勢保持
のための手すり

高さを調節
できるシャワー 高さを調節

できるシャワー

浴室内での立ち座り
のための手すり 浴室内での立ち座り

のための手すり

スライド式
シャワーフック

スライド式
シャワーフック
ホースの長さは150cm以上
とすることが望ましい

洗い場なし・浴槽のみの場合

浴
槽

深
さ

50
cm

程
度

浴
槽

深
さ

50
cm

程
度
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